
と
直
接
生
産
者
と
の
分
離
を
特
…
徴
と
し
て
も
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。
こ
の
発
展
を
背
景
に
、
木
地
漁
業
か

＾
り
派
生
し
た
白
回
転
車
リ
ム
鋤
撚
造
工
轟
栄
が
近
代
工
難
末
と

し
て
の
面
目
を
と
と
の
え
て
く
る
。
わ
が
国
の
土
着

藍
業
が
近
代
化
に
際
し
て
当
面
し
、
か
つ
の
り
こ
・
え

て
き
た
さ
ま
ざ
ま
の
問
題
が
こ
こ
で
提
示
さ
れ
て
い

る
。　

全
体
と
し
て
、
明
治
以
降
に
相
当
の
紙
数
を
さ
き
、

山
中
が
元
来
有
し
て
い
た
冬
型
の
温
泉
と
い
う
性
格

が
近
時
春
秋
の
行
楽
期
型
へ
と
変
っ
て
き
て
い
る
こ

と
、
浴
客
の
地
域
分
布
が
全
国
的
に
広
が
り
つ
つ
あ

る
こ
と
、
浴
客
数
と
景
気
変
動
と
の
関
係
、
観
光
宣

伝
の
歴
史
的
変
遷
等
々
が
、
わ
か
り
や
す
い
グ
ラ
フ

や
写
真
で
示
さ
れ
、
　
門
読
ま
せ
る
町
史
福
の
形
を
と

と
の
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
現
実
の
町
政
の
指
針

と
し
て
役
立
つ
で
あ
ろ
う
と
と
も
に
、
現
代
社
会
に

お
け
る
混
泉
の
機
能
を
考
え
る
上
に
、
甚
だ
珍
重
す

べ
き
デ
ー
タ
の
数
々
を
提
供
し
て
い
る
や
に
思
わ
れ

る
。
　
（
子
中
町
史
刊
行
会
発
行
、
昭
和
三
四
年
一
月

刊
、
八
八
六
頁
）
　
　
　
　
（
朝
尾
直
弘
）

劉
　
　
志
　
遠
編

　
四
州
継
代
画
像
傳
芸
術

重
慶
市
博
物
館
編

　
四
川
画
像
薄
選
集

　
顯
像
麟
に
つ
い
て
の
要
を
得
た
説
明
は
、
岡
田
芳

三
郎
氏
が
本
誌
四
十
一
巻
六
号
に
述
べ
て
お
ら
れ
る

か
ら
（
一
六
九
頁
）
、
参
照
し
て
頂
き
た
い
が
、
そ
の

所
で
岡
田
氏
も
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
未
だ
画

像
碑
に
対
す
る
本
格
的
研
究
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
こ
に
取
上
げ
た
物
も
、
写
真
や
拓
影
を
録
し
た
に

過
ぎ
な
い
が
、
ひ
ご
ろ
文
献
資
料
を
使
っ
て
、
漢
か

ら
三
国
へ
か
け
て
の
四
囲
の
歴
史
を
考
え
て
い
る
筆

者
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
、
図
を
眺
め

て
い
る
と
、
種
々
の
事
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
の
で

敢
て
紹
介
の
筆
を
取
っ
た
次
第
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
何
故
に
漢
代
の
四
規
が
斯
く
も
重
視
さ
れ

る
の
か
、
こ
れ
ら
の
讃
が
、
四
用
研
究
の
上
で
ど
の

よ
う
な
位
置
が
与
え
ら
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
明

か
に
す
る
こ
と
が
、
迂
遠
の
よ
う
だ
が
、
却
っ
て
紹

介
に
は
捷
径
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
四
川
地
方
は
前
壷
世
紀
の
末
、
秦
の
領
土
に
入
っ

て
以
来
、
開
発
が
進
め
ら
れ
、
灌
概
設
備
の
完
成
、

塩
井
の
閥
婁
、
商
エ
業
の
進
展
は
、
こ
の
地
方
の
経

済
的
水
準
を
著
し
く
　
尚
め
、
豪
族
が
生
長
し
、
三
岡

蜀
の
独
立
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
史
記
の
貨
殖
列

低
に
は
、
こ
の
地
に
よ
っ
て
富
を
築
い
た
幾
人
か
の

人
の
物
語
が
記
さ
れ
て
い
る
し
、
「
提
篭
國
志
」
と

う
書
は
、
製
糖
に
豪
族
が
ど
の
よ
う
に
生
長
し
発
展

し
て
い
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
所
が

最
近
の
考
古
学
的
研
究
の
著
し
い
進
歩
は
、
更
に
そ

の
当
蒋
の
姿
を
、
具
体
的
に
示
し
て
く
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
格
別
に
四
川
雀
出
土
の
も
の
は
、
上
願
階

級
だ
け
で
な
く
、
そ
の
当
時
の
一
般
の
人
々
の
生
滋

の
実
態
、
特
に
生
産
の
実
情
を
示
す
も
の
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
が
牲
徴
的
な
の
で
、
一
段
と
注
意
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
因
に
最
近
、
岡
崎
敬
氏
が
考
古
学
雑

誌
四
十
四
巻
二
号
に
「
世
代
明
器
泥
象
に
あ
ら
わ
れ

た
水
田
・
水
池
に
つ
い
て
－
四
川
省
繊
土
品
を
中

心
と
し
て
一
」
と
題
し
て
、
　
明
器
泥
象
の
面
か

ら
、
こ
の
特
徴
を
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

　
四
這
省
地
方
に
対
す
る
考
古
学
的
調
査
は
．
す
で

に
今
世
紀
の
初
め
か
ら
欧
米
人
の
手
で
な
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
後
今
園
の
日
中
戦
争
中
国
罠
政
府
の
重
慶

遷
都
に
伴
い
多
く
の
学
者
が
こ
の
地
に
来
り
、
考
古

学
的
調
査
が
熱
心
に
行
な
わ
れ
た
。
こ
う
し
て
今
世

紀
の
前
半
に
発
掘
さ
れ
た
画
像
碑
は
、
　
盈
。
ぎ
三
”
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介紹

ρ
多
難
。
藍
回
…
類
毒
6
0
導
σ
　
》
盛
。
断
≦
①
2

Ω
】
冒
p
．
（
O
簿
一
陣
囲
O
聴
昌
一
P
　
一
り
窃
一
）
・
聞
宥
「
四
州
漢
代
画

像
確
集
」
6
濫
凶
報
↓
伽
－
脚
、
§
襲
謙
隻
こ
貯
，
9
器
。
－

ざ
σ
Q
8
巴
ω
葺
象
①
ω
ヨ
ω
器
。
一
睡
費
ゲ
　
（
○
鋤
B
酵
箆
σ
q
①

日
績
団
）
な
ど
で
我
が
国
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
新
中
岡
の
誕
生
と
と
も
に
、
考
古
学
酌
調
査

は
益
々
組
織
的
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
多
く

の
遺
跡
・
遺
物
が
調
査
発
掘
さ
れ
た
。
こ
の
解
放
後

発
掘
さ
れ
た
画
像
縛
を
中
心
に
紹
介
し
た
の
が
、
こ

こ
に
取
上
げ
た
書
で
、
重
慶
博
物
館
編
開
、
重
慶
博
物

館
蔵
四
川
漢
画
像
藤
．
選
集
」
　
（
一
九
五
七
・
十
二
）

（
以
下
冊
重
慶
」
と
略
称
）
は
重
慶
博
物
飽
が
蔵
し

て
い
る
八
十
七
薦
の
中
、
四
十
面
を
採
録
し
た
も
の

で
、
申
二
颪
の
み
が
解
放
前
の
も
の
で
あ
る
（
序
文
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

及
び
巻
末
表
）
。
こ
の
書
は
右
頁
に
図
版
を
索
き
、
左

頁
に
そ
の
説
明
を
記
す
体
裁
を
取
り
、
内
容
に
よ
っ

て
次
の
四
つ
に
分
け
て
並
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

一
、
生
産
居
室
類
（
七
海
）
二
、
生
活
享
楽
類
（
＋

蘭
）
三
、
車
馬
出
行
類
（
十
九
醐
）
四
、
墓
闘
墓
字

類
（
四
面
）
で
あ
る
。
そ
し
て
巻
末
に
重
慶
市
博
物

館
館
蔵
漢
墓
画
像
碑
巻
号
表
を
附
し
て
、
出
土
地
、

繊
土
壁
は
蒐
集
年
月
等
を
囲
か
に
し
て
い
る
。

　
次
に
劉
志
遠
編
町
．
四
川
三
代
画
像
碑
．
芸
術
」
　
2

九
五
八
・
七
）
（
以
下
自
、
劉
し
と
略
称
）
は
四
川
省
薄

物
館
所
蔵
の
も
の
に
、
四
川
大
学
博
斎
館
・
重
慶
帯

博
物
館
及
び
個
人
所
蔵
の
も
の
を
加
え
て
七
十
六
葱

が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
そ
の
中
に
は
解
放
前

発
掘
の
も
の
が
半
数
近
く
あ
り
（
三
十
二
強
）
、
「
重

慶
」
と
重
複
す
る
も
の
も
当
然
存
在
す
る
（
墨
染
面
）
。

そ
の
上
こ
れ
は
両
者
に
通
じ
て
言
え
る
こ
と
だ
が
、

解
放
後
の
禺
土
品
で
も
、
そ
の
内
容
が
解
放
前
に
発

掘
さ
れ
、
我
々
の
呂
に
触
れ
て
い
る
も
の
と
同
一
の

も
の
も
あ
っ
て
、
新
し
い
内
容
を
持
つ
も
の
は
案
外

に
少
い
。
こ
の
こ
と
は
、
今
後
発
掘
が
つ
づ
け
ら
れ
て

も
、
こ
と
醐
八
尋
に
関
す
る
限
り
、
そ
う
翻
新
し
い

内
容
を
持
つ
た
も
の
が
出
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
す
ら
感
ぜ
し
め
る
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
こ

．
の
轡
の
構
成
は
、
最
初
に
四
州
漢
代
醐
像
縛
芸
術
概

論
が
あ
り
、
次
い
で
図
版
を
並
べ
、
最
後
に
説
明
が

附
さ
れ
て
い
る
。
図
版
は
概
論
の
内
容
か
ら
見
て
、

「
労
働
人
罠
の
生
活
」
　
物
支
配
階
級
の
生
活
偏
　
「
舞

楽
百
戯
」
「
建
築
芸
術
」
「
神
話
伝
説
と
樹
木
花
鳥
」

の
順
に
分
類
し
て
滋
べ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
そ
の
全
部
に
つ
い
て
は
説
明
で
き
な
い

か
ら
生
産
に
関
す
る
も
の
若
干
に
つ
い
て
述
べ
て
見

よ
う
。
製
塩
（
聯
、
重
慶
繍
1
・
『
劉
』
3
・
4
）
「
劉
」

の
方
は
二
つ
と
も
解
放
前
の
も
の
。
　
「
重
慶
」
の
は

解
放
後
の
も
の
だ
が
内
容
は
「
劉
ご
に
同
じ
。
た
だ

「
劉
」
の
方
で
は
欠
け
て
い
る
右
上
の
部
分
に
は
㌔

山
が
描
か
れ
そ
こ
に
鳥
・
獣
の
い
る
こ
と
が
「
重

慶
」
の
も
の
か
ら
分
る
。
　
狩
猟
と
収
獲
（
『
重
慶
』

2
・
慣
．
劉
』
1
）
両
者
と
も
内
容
は
同
じ
だ
が
重
慶

の
方
は
解
放
後
の
も
の
。
以
上
三
轟
は
知
猛
。
な
び
に

も
見
え
て
い
る
。
採
蓮
（
　
．
重
慶
」
3
）
池
の
中
に
舟

を
浮
べ
て
趣
を
採
っ
て
い
る
。
池
中
に
は
水
禽
が
お

り
池
の
向
う
の
山
に
も
鳥
が
見
え
る
。
採
芋
（
撒
、
劉
』

5
）
池
中
に
芋
が
栽
培
さ
れ
、
魚
・
鳥
の
游
い
で
い

る
中
で
、
　
四
人
の
男
が
芋
の
収
獲
に
従
灯
し
て
い

る
。
桑
園
・
（
卿
”
重
慶
し
4
、
）
採
桑
（
『
劉
』
6
）
四
川

は
養
蚕
も
盛
ん
な
地
で
、
宅
の
前
後
に
は
桑
を
殖
え

て
い
た
。
採
桑
の
図
は
聞
宥
の
に
は
採
桐
と
し
て
載

せ
ら
れ
て
い
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
農
作
（
『
劉
』

2
）
六
人
の
男
が
方
形
に
区
切
ら
れ
た
田
で
働
い
て

い
る
図
。
劉
氏
は
、
こ
の
図
は
収
獲
と
も
播
種
と
も

考
え
ら
れ
る
が
、
　
「
祭
紀
霊
肝
試
」
　
（
農
作
を
題
材

と
し
た
舞
）
と
い
う
説
も
あ
る
と
解
説
で
述
べ
て
い

る
。
　
そ
の
他
穀
物
倉
の
前
で
米
を
耀
い
て
い
る
図

（『

ｫ
L
7
）
や
、
穀
物
を
借
り
に
来
て
い
る
図
（
『
劉
』

11

E
1
2
）
、
馬
上
（
『
劉
」
8
）
、
醸
瀬
（
牌
．
劉
』
9
）
、

街
場
の
図
塗
下
』
1
0
、
”
澤
α
o
ぎ
げ
に
見
え
る
）
な
ど

が
あ
る
。

　
以
上
、
生
産
の
場
を
画
い
た
も
の
を
取
り
上
げ
た

149 （767）



の
は
、
前
に
も
述
べ
た
如
く
、
そ
れ
が
四
川
の
画
像

整
の
み
特
徴
的
な
憲
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
・
ま
　
学
界
消
息

た
こ
れ
が
明
器
泥
象
に
つ
い
て
も
い
え
る
こ
と
で
あ

り
、
文
学
作
品
で
は
奴
隷
の
日
常
生
活
を
主
題
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
学
硯
究
会
関
係

た
門
億
約
」
を
産
み
出
し
た
こ
と
な
ど
と
併
せ
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
学
研
究
会
七
月
倒
会

る
と
き
、
何
か
そ
こ
に
漢
代
の
四
川
の
風
潮
を
窺
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
月
四
日
　
午
後
　
　
於
京
大
文
学
部
第
一
教
室
、

し
め
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
和
朝
廷
と
古
代
豪
族
　
　
　
　
岸
　
　
俊
男
氏

　
し
か
し
こ
う
し
た
主
題
を
扱
っ
た
も
の
は
、
全
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
…
噌
、
の
美
術
を
訪
ね
て
（
ス
ラ
イ
ド
使
胴
）

の
数
か
ら
言
え
ば
少
い
の
で
、
多
く
の
物
は
、
当
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毛
利
　
久
氏

の
豪
族
の
生
活
を
霊
題
と
し
、
神
話
伝
説
を
題
材
と
　
織
田
理
事
・
水
野
理
事
●
羽
濁
評
議
員
の
学
術
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

し
て
い
る
。
こ
の
種
の
も
の
は
、
広
く
漢
の
絵
薩
を
・
　
「
京
都
大
学
イ
ラ
ン
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
バ
キ

考
え
る
時
、
よ
り
玉
器
麗
な
題
材
な
の
で
あ
っ
て
、
　
　
ス
タ
ソ
学
術
調
査
隊
扁
は
、
七
月
よ
り
来
る
十
一

こ
れ
も
他
の
考
古
学
遺
物
と
併
せ
考
察
す
る
と
、
そ
　
　
月
中
の
予
定
で
学
術
調
査
中
で
あ
る
が
、
本
会
理

こ
に
漢
交
化
の
普
及
度
！
そ
れ
が
或
は
点
的
な
繋
　
　
審
水
野
清
一
氏
は
隊
長
と
し
て
、
織
田
武
雄
理
事

り
で
あ
る
と
し
て
も
一
が
致
究
さ
れ
る
で
あ
ろ
　
　
は
地
理
班
、
羽
田
明
評
議
員
は
歴
史
言
語
班
と
し

う
。
た
だ
あ
れ
ほ
ど
、
二
分
達
と
身
近
か
な
農
村
の
　
　
て
参
加
さ
れ
た
。
な
お
団
貴
は
次
の
象
り
で
あ
る
。

実
態
を
取
り
上
げ
た
画
像
碑
の
制
作
者
達
が
、
こ
の
　
　
（
隊
長
）
水
野
清
一
、
　
（
考
古
美
術
斑
）
水
野
清

地
方
に
語
り
伝
え
ら
れ
た
伝
説
を
題
材
と
し
た
も
の
　
　
一
、
田
中
重
雄
、
林
巳
奈
夫
、
岡
崎
敬
、
　
（
地
理

は
つ
い
に
一
片
も
残
さ
ず
、
西
王
母
や
書
影
・
女
蝸
　
　
班
）
織
閏
武
雄
、
末
尾
至
行
、
　
（
歴
史
言
語
班
）

を
描
い
た
の
も
、
亦
注
意
す
べ
き
現
象
で
あ
ろ
う
。
　
　
羽
細
明
、
井
本
英
一
、
　
（
人
類
班
）
岩
村
忍
、
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
狩
野
直
顧
）
　
　
田
光
邦
、
藪
内
清
。

　
　
　
　
国
史
　
関
係

読
史
会
七
月
例
会
　
七
月
一
　
日
（
土
）

　
　
午
後
一
時
　
於
京
大
陳
列
館
浦
郷
室

　
明
治
三
十
年
の
労
働
連
動
　
　
　
　
山
本
　
四
郎

　
文
化
史
と
唯
物
史
観
　
　
　
　
　
　
三
叉
　
彰
英

大
阪
歴
史
学
会
春
季
大
会

　
穴
月
一
曇
日
（
日
）
　
於
大
阪
大
学
南
校

　
　
　
〔
二
代
中
世
の
部
〕

　
弥
生
式
異
化
獺
馴
に
あ
招
け
吋
0
晦
日
㎝
甲
山
↑
系
｛
口
目
地
性
遺
肱
脚

　
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
川
　
行
弘

　
律
令
官
制
に
お
け
る
皇
親
勢
力
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薄
木
孝
次
郎

　
八
・
二
世
寵
に
お
け
る
二
二
挙
を
め
ぐ
？
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
照
　
　
晶

　
摂
関
制
下
の
武
士
　
　
　
　
　
　
　
上
横
手
雅
敬

　
平
安
末
期
の
国
衙
と
在
地
勢
力
　
　
工
藤
　
敬
一

　
　
　
〔
近
世
近
代
の
部
〕

　
元
和
期
に
お
け
る
幕
領
の
貢
租
　
　
朝
尾

　
享
保
期
の
学
問
と
教
育

　
　
i
三
宅
石
庵
と
中
井
甕
庵
i
大
月

　
近
世
河
内
狭
山
池
の
溜
池
分
水
　
　
福
島

　
士
族
叛
乱
の
社
会
的
背
景

　
　
i
と
く
に
土
佐
藩
の
場
A
ロ
ー
後
藤
脚

　
近
世
西
下
に
お
け
る
「
農
民
膚
の
分
解
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎

　
　
　
　
東
洋
史
関
係

東
方
学
会

　
イ
ン
ド
仏
蹟
踏
査
隊
報
告
講
演
会

　
六
月
志
－
九
日
　
（
金
）
　
午
後
七
時

直
弘

雅
蔵　明

」t』圭t

野．」
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